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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
、
世
界
経
済
に
と
っ
て
、

世
界
金
融
危
機
を
は
る
か
に
上
回
る
強
い
衝
撃
と
な
っ
た
。

　

経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
が
発
表
し
た
二
〇
二
〇
年

一
二
月
の
「
経
済
見
通
し
」
に
よ
れ
ば
、
二
〇
年
の
世
界
の
実
質
Ｇ

Ｄ
Ｐ
は
、
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
四
・
二
％
と
深
く
落
ち
込
ん
だ
。
一
九

年
一
一
月
時
点
で
予
想
さ
れ
て
い
た
二
〇
年
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
同
プ

ラ
ス
二
・
九
％
で
あ
り
、
お
よ
そ
一
年
の
間
に
、
実
に
七
・
一
％
ポ
イ

ン
ト
も
下
方
修
正
さ
れ
た
。
世
界
金
融
危
機
が
影
響
し
た
〇
九
年
も

世
界
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
マ
イ
ナ
ス
に
転
落
し
た
が
、
前
年
比
マ
イ
ナ

ス
〇
・
〇
八
％
と
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
マ
イ
ナ
ス
成
長
に
比
べ
れ
ば

ご
く
わ
ず
か
だ
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は
、
世
界
金
融
危
機
に
比
べ
て
範
囲
も
広
い
。

世
界
金
融
危
機
の
原
因
は
、
米
国
の
住
宅
バ
ブ
ル
の
崩
壊
に
よ
る
証

券
化
商
品
市
場
の
混
乱
に
あ
り
、
大
手
投
資
銀
行
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ

ザ
ー
ズ
の
破
綻
が
金
融
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
世
界
に
波
及
し
た
。
し

か
し
、
米
国
の
証
券
化
商
品
へ
の
投
資
が
限
定
的
で
あ
っ
た
り
、
金

融
シ
ス
テ
ム
が
十
分
な
強
靭
性
を
備
え
て
い
た
り
、
資
本
流
入
や
輸

出
へ
の
依
存
度
が
低
い
国
へ
の
影
響
は
限
定
的
だ
っ
た
。
新
興
国
・

途
上
国
全
体
で
は
、
最
大
の
比
重
を
占
め
る
中
国
が
四
兆
元
（
当
時

の
為
替
レ
ー
ト
で
の
換
算
で
約
五
七
兆
円
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
約
一
三
％
）

の
大
型
景
気
対
策
で
高
成
長
を
維
持
し
た
効
果
も
あ
り
、
〇
九
年
も

マ
イ
ナ
ス
成
長
へ
の
転
落
を
免
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍

ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所
研
究
理
事

伊
藤
さ
ゆ
り

世
界
経
済
の
回
復
は
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
。

ワ
ク
チ
ン
開
発
が
進
む
と
し
て
、
接
種
率
は
向
上
す
る
か
。

す
で
に
十
分
に
傷
つ
い
て
い
る
対
面
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
回
復
の
力
は
残
っ
て
い
る
か
。

経
済
の
回
復
に
は
、
冷
静
な
リ
ス
ク
分
析
と
国
際
社
会
の
協
力
が
不
可
欠
だ
。

早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部
卒
業
後
、
日
本

興
業
銀
行
を
経
て
、
ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所
入

社
。
二
〇
一
九
年
七
月
よ
り
現
職
。
早
稲
田
大

学
大
学
院
商
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。
著

書
に
『
Ｅ
Ｕ
分
裂
と
世
界
経
済
危
機
』
な
ど
。

世
界
経
済
ワ
ク
チ
ン
普
及
後
も
低
成
長
の
リ
ス
ク
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が
拡
大
し
た
二
〇
年
は
、
世
界
の
ほ
ぼ
全
域
で
、
感
染
抑
制
の
た
め

何
ら
か
の
制
限
が
続
い
た
こ
と
で
、
ほ
と
ん
ど
の
国
が
マ
イ
ナ
ス
成

長
に
沈
む
。

影
響
は
国
家
間
、
セ
ク
タ
ー
間
で
異
な
る

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
経
済
面
で
の
影
響
は
広
範
囲
に
及
ぶ
が
、
そ
の
度

合
い
は
国
・
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
。

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
二
〇
二
〇
年
の
見
通
し
で
は
、
先
進
国
・
地
域
で
は
、

英
国
が
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
一
一
・
二
％
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
が

同
マ
イ
ナ
ス
九
・
一
％
、
ド
イ
ツ
で
同
マ
イ
ナ
ス
五
・
五
％
と
、
欧
州

の
落
ち
込
み
が
目
立
つ
。
欧
州
で
は
、
第
一
波
の
春
に
続
い
て
、
秋

以
降
の
第
二
波
に
対
応
し
て
再
び
厳
し
い
行
動
制
限
を
導
入
し
た
こ

と
が
響
い
た
。
日
本
は
同
マ
イ
ナ
ス
五
・
三
％
で
、
同
マ
イ
ナ
ス
三
・

七
％
の
米
国
と
欧
州
と
の
中
間
に
位
置
す
る
。
中
国
は
、
二
〇
年
実

質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
二
・
三
％
で
、
改
革
・
開
放
以
来
最
低
水
準
で
は
あ
る

も
の
の
、
主
要
二
〇
ヵ
国
・
地
域
で
、
唯
一
、
マ
イ
ナ
ス
成
長
を
免

れ
た
。
欧
米
に
比
べ
て
感
染
抑
制
と
経
済
活
動
の
再
開
の
両
立
が
順

調
に
進
ん
だ
こ
と
が
理
由
だ
。

　

セ
ク
タ
ー
に
よ
っ
て
経
済
的
な
影
響
の
方
向
性
自
体
が
異
な
る
点

も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
特
徴
だ
。
世
界
は
感
染
抑
制
の
た
め
に
、
ヒ
ト
と

ヒ
ト
と
の
接
触
や
、
ヒ
ト
の
移
動
を
制
限
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。

こ
の
た
め
、
運
輸
業
、
宿
泊
業
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
、
生
活
関
連
サ
ー

ビ
ス
業
、
娯
楽
業
な
ど
、
対
面
サ
ー
ビ
ス
業
が
深
刻
な
打
撃
を
受
け

た
。
一
方
で
金
融
セ
ク
タ
ー
は
、
世
界
金
融
危
機
で
は
危
機
の
根
源

で
あ
り
危
機
を
増
幅
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
企
業
破
綻
を
阻
止

す
る
た
め
の
政
府
保
証
な
ど
の
財
政
措
置
や
金
融
緩
和
策
の
後
押
し

も
あ
り
、
経
済
を
支
え
る
役
割
を
果
た
し
た
。
ま
た
、
感
染
リ
ス
ク

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
、
経
済
・
社
会
活
動
を
維
持
す
る
た

め
、
医
療
防
護
具
や
、
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
、
Ｉ
Ｔ
機
器
の
需
要
は
増
大

し
た
。

　

国
家
間
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
違
い
は
、
セ
ク
タ
ー
ご
と
の
影
響

度
の
違
い
に
よ
っ
て
説
明
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
米
国
の
株
価
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
済
の
先
行
き
不
透
明
感
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
巨

大
Ｉ
Ｔ
企
業
が
牽
引
す
る
形
で
最
高
値
更
新
の
勢
い
を
保
っ
て
い

る
。
中
国
の
輸
出
は
、
世
界
経
済
が
大
幅
な
マ
イ
ナ
ス
成
長
に
陥
っ

た
二
〇
年
も
前
年
比
三
・
六
％
増
加
し
た
。
マ
ス
ク
や
防
護
服
、
医

療
機
器
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
パ
ソ
コ
ン
、
関
連
部
品
な
ど
の
輸
出
が
伸

び
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
特
需
が
支
え
た
。

ワ
ク
チ
ン
普
及
に
よ
る
回
復
加
速
期
待
に
は
リ
ス
ク
も

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、
英
国
な
ど
で
の
変
異
種
の
拡

大
な
ど
厳
し
い
状
況
は
続
い
て
い
る
が
、「
終
わ
り
の
始
ま
り
」
の



外交 Vol.65 Jan./Feb. 2021 114

兆
し
は
あ
る
。
異
例
の
ス
ピ
ー
ド
で
ワ
ク
チ
ン
が
実
用
化
さ
れ
、
米

国
、
英
国
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
な
ど
で
二
〇
二
〇
年
内
に

接
種
が
始
ま
っ
た
こ
と
だ
。

　

経
済
活
動
を
阻
む
行
動
制
限
の
多
く
は
、
国
民
の
多
く
が
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
を
受
け
、
免
疫
を
持
つ
こ
と
で
感
染
が
広
が
り
に
く
く
な

る
「
集
団
免
疫
」
を
獲
得
す
れ
ば
、
解
除
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
コ

ロ
ナ
禍
は
、
金
融
危
機
の
よ
う
に
持
続
不
可
能
な
不
均
衡
が
原
因
で

は
な
い
た
め
、
行
動
制
限
が
解
除
で
き
れ
ば
経
済
は
速
や
か
に
回
復

す
る
と
い
う
期
待
は
強
い
。
米
国
主
導
の
株
高
は
ワ
ク
チ
ン
普
及
に

よ
る
経
済
の
回
復
を
先
取
り
し
て
い
る
面
も
あ
る
。

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
、
二
一
年
の
世
界
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
、
前
年
比
四
・

二
％
に
反
発
す
る
と
予
測
す
る
が
、
そ
の
前
提
は
同
年
内
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
諸
国
全
体
へ
の
ワ
ク
チ
ン
の
普
及
だ
。
英
医
療
調
査
会
社
エ
ア

フ
ィ
ニ
テ
ィ
ー
は
、
二
〇
年
一
二
月
時
点
で
、
集
団
免
疫
の
獲
得
の

時
期
を
、
米
国
は
二
一
年
四
月
、
カ
ナ
ダ
は
六
月
、
英
国
は
七
月
、

Ｅ
Ｕ
は
九
月
、
日
本
は
二
二
年
四
月
と
予
測
し
て
お
り
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

の
前
提
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

　

し
か
し
、
主
要
先
進
国
の
集
団
免
疫
の
獲
得
の
時
期
が
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
の
前
提
よ
り
も
後
ろ
倒
し
と
な
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。
一
月

一
四
日
時
点
の
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
率
は
、
最
も
先
行
す
る
イ
ス
ラ
エ

ル
で
は
二
五
％
に
達
し
て
い
る
が
、
英
国
は
五
・
四
％
、
米
国
は
三
・

四
％
、イ
タ
リ
ア
は
一
・
六
％
、ド
イ
ツ
は
一
・
二
％
、フ
ラ
ン
ス
は
〇
・

五
％
で
、
当
初
の
計
画
よ
り
も
遅
れ
て
い
る
。
日
本
の
接
種
開
始
は

二
月
下
旬
ま
で
が
目
途
と
い
う
状
況
だ
。
英
調
査
会
社
ユ
ー
ガ
ブ
が

二
〇
年
一
二
月
七
〜
二
〇
日
に
実
施
し
た
世
論
調
査
で
は
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
可
能
に
な
っ
て
も
接
種
し
な
い
と
答
え
る
割
合
が
、
英
国

は
一
一
％
だ
が
、
米
国
で
は
二
六
％
、
ド
イ
ツ
で
は
三
一
％
、
フ
ラ

ン
ス
で
は
四
八
％
を
占
め
る
。
主
要
先
進
国
で
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ

の
慎
重
姿
勢
、
新
興
国
・
途
上
国
で
は
ワ
ク
チ
ン
の
普
及
そ
の
も
の

が
遅
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
ワ
ク
チ
ン
そ
の
も
の
の
有
効
性
や
副
作
用

が
集
団
免
疫
の
獲
得
を
阻
む
リ
ス
ク
が
あ
る
。

　

二
一
年
の
世
界
経
済
も
下
方
リ
ス
ク
を
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

感
染
収
束
で
も
経
済
回
復
が
進
ま
な
い
可
能
性
も

　

二
〇
二
一
年
中
に
ワ
ク
チ
ン
の
普
及
な
ど
で
感
染
が
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
さ
れ
、
行
動
制
限
の
多
く
を
解
除
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
て

も
、
経
済
の
回
復
が
期
待
ほ
ど
に
は
進
ま
な
い
リ
ス
ク
も
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
で
は
、
多
く
の
国
が
行
動
制
限
の
強
化
と
と

も
に
、
制
限
強
化
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
の
大
規
模
な
財
政
出
動

と
金
融
緩
和
に
動
き
、
家
計
と
企
業
を
支
え
た
。
し
か
し
、
そ
も

そ
も
財
政
政
策
の
余
地
や
政
策
の
執
行
力
に
は
、
国
に
よ
る
格
差

が
あ
る
上
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
で
追
加
的
な
政
策
余
地
は
乏
し
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く
な
り
つ
つ
あ
る
。
第
一
波
で
は
、
補
助
金
や
政
府
保
証
付
き
の
融

資
な
ど
の
政
策
で
守
ら
れ
た
企
業
も
、
営
業
の
本
格
的
な
再
開
の
目

途
が
立
た
な
い
対
面
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
で
は
、
ど
こ
ま
で
持
ち
こ
た

え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
時
間
と
の
闘
い
の
様
相
を
呈
し
つ
つ
あ

る
。

　

企
業
の
破
綻
が
相
次
ぐ
事
態
に
な
れ
ば
、
時
短
給
付
金
な
ど
で
守

ら
れ
て
き
た
雇
用
も
失
わ
れ
る
。
企
業
の
破
綻
の
連
鎖
に
至
ら
な
く

と
も
、
行
動
制
限
に
よ
る
需
要
消
失
を
、
借
金
で
埋
め
合
わ
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
っ
た
企
業
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
悪
化
は
、
企
業
の
活

動
を
制
約
す
る
要
因
と
な
る
。
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
未
曽
有
の
危
機
を

経
験
し
た
こ
と
で
、
企
業
マ
イ
ン
ド
が
委
縮
し
、
投
資
や
雇
用
へ
の

慎
重
姿
勢
の
転
換
が
遅
れ
る
懸
念
も
あ
る
。

分
断
リ
ス
ク
に
直
面
す
る
世
界
経
済
と
日
本
の
役
割

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、
コ
ロ
ナ
以
前
か
ら
の
米
国
の
分
断
は
一
段

と
深
ま
り
、
感
染
被
害
と
経
済
被
害
を
抑
え
た
中
国
の
権
威
主
義
的

傾
向
に
は
拍
車
が
掛
か
っ
て
い
る
。
米
中
の
対
立
は
さ
ら
に
先
鋭
化

し
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

　

欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
も
、
米
中
対
立
の
狭
間
で
内
向
き
傾
向
を
強

め
つ
つ
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
英
国
の
離
脱
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の

大
打
撃
は
Ｅ
Ｕ
を
七
五
〇
〇
億
ユ
ー
ロ
の
復
興
基
金
「
次
世
代
Ｅ

Ｕ
」
の
創
設
に
動
か
し
た
。
グ
リ
ー
ン
・
リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
す
Ｅ

Ｕ
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
経
済
活
動
を
分
類
す
る
基
準
（
Ｅ
Ｕ
タ
ク

ソ
ノ
ミ
ー
）
な
ど
規
制
の
策
定
や
、
復
興
基
金
の
返
済
原
資
と
し
て

国
境
炭
素
税
の
導
入
の
検
討
な
ど
で
、
Ｅ
Ｕ
市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
に

は
、
規
制
へ
の
適
合
と
相
応
の
負
担
を
求
め
る
構
え
だ
。「
バ
ッ
テ

リ
ー
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
」
や
「
ク
リ
ー
ン
水
素
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
」、「
原

材
料
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
」
な
ど
、
域
内
完
結
型
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

を
目
指
す
動
き
も
あ
る
。

　

温
暖
化
ガ
ス
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す
方
向
性
は
、
英
欧
に
続

い
て
、
中
国
が
二
〇
六
〇
年
、
日
本
が
二
〇
五
〇
年
を
公
約
化
し
、

バ
イ
デ
ン
新
政
権
の
米
国
が
加
わ
る
こ
と
で
、
主
要
国
・
地
域
が
一

致
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
の
世
界
が
グ
リ
ー
ン
化

を
目
指
す
方
向
が
明
確
に
な
っ
た
こ
と
で
、
企
業
の
前
向
き
な
投
資

を
促
し
、革
新
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
後
押
し
す
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、主
要
国
・
地
域
の
方
向
性
の
一
致
は
、「
協
調
」
よ
り
も
「
競

争
」
の
傾
向
が
強
く
、
世
界
経
済
の
分
断
に
拍
車
を
掛
け
る
リ
ス
ク

と
も
な
り
得
る
。

　

米
中
の
二
大
国
の
対
立
が
深
ま
り
、
Ｅ
Ｕ
の
内
向
き
化
が
懸
念
さ

れ
る
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
の
世
界
経
済
に
お
い
て
、
日
本
は
多
国
間
の

ル
ー
ル
に
基
づ
く
開
放
的
な
体
制
を
重
視
す
る
多
く
の
国
々
の
代
表

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
必
要
が
あ
る
。
●




